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【初山別村経済課 奥】  

役場経済課の奥です。本日

は多数お集まりいただきま

してありがとうございます。

私からは、平成 23 年度の事

業概要につきましてご報告

いたします。村としては「生

活支援システム導入実証事

業」を行っていますが、色々な分野の活動

につきまして、今日ご参集いただいていま

すネットワーク研究会のみなさんと協働事

業を行っていますので、連係している全体

が分かるように資料（資料①）をもとにご

説明いたします。スライドは字が小さくて

非常に見えにくいかと思いますので、お手

元の資料を見ながらご確認下さい。 
 

（以下、資料①をもとに、時系列で研究会活

動および村の事業経緯が報告されたが、東日

本大震災による影響等によって必ずしも当初

計画が順調に消化された訳ではなく、多くの

問題が派生しながらも研究会の助言、ワーキ

ング各社の支援、国、道の協力を得て本日の

研究会開催まで漕ぎつけたとの説明があった。

以下、主たる経緯等） 
 

協力会社の変更等 

東日本大震災に伴う大きな影響として、

当初予定の携帯電話通信サービス会社（以

下「キャリア」と表記）が震災復興対応に

重点を置かざるを得ない状況が派生し、本

村の事業進捗に大幅な変更（遅延）が見込

まれました。このためキャリア変更を余儀

なくされ、新たなキャリア選定に多くの時

間を要しました。結果として au（KDDI）
の協力を得て、当初設定とほぼ同等の条件

で利用することが可能になっています。 
 

Wi-Fi 設備の実証 

Wi-Fi については基幹となる回線を光ケ

ーブルとし、光の整備後に順次整備すると

考えていましたが、通信衛星による Wi-Fi
利用が実用されていることを知り、防災対

応のバックアップ回線としての利用を含め

て、岬センターと道の駅に実証実験として

の Wi-Fi 施設を整備しました。現状はフリ

ーサイトとして接続を開放中です。 

 
各種補助事業へのチャレンジ 

会員の諸先生方の協力を得て各種補助事

業に申請しました。結果としては準備不足

等の状況から不採択が多かったわけですが、

申請によって新たな技術情報を入手し、事

業の実証範囲を向上させうる成果がありま

した。衛星 Wi-Fi はその成果のひとつです。

なお、留萌振興局の協力を得て、北海道の

地域づくり総合交付金事業に採択されまし

た。ご理解、ご協力に感謝いたします。 
 
生活実態と課題のアンケート調査 

北海学園大学の佐藤教授による村民への

アンケート調査がありました。詳細は佐藤

先生から報告がありますが、アンケートの

配布、回収、分析で動いていただいた学生

さん達にこの場を借りて感謝いたします。 
 
生活支援システム推進本部の設置 

村長を本部長として各分野別に部会を設

置し、役場をあげて推進するものとして、

生活支援システム推進本部を村に設置しま

した。 
 
人材育成研修 

農業関係と教育関係の分野で研修を実施

しました。農業については、地域の実態を

踏まえて将来的な生産体制を考える、具体

的には農業生産法人のあり方を考えるとい

う研修と、産直販売をどうするかの研修を

行いました。 
教育関係は iPad の活用を考えるものと

して千歳科学技術大学の小松川教授に村に

来ていただき、小中学校の先生に講習を行

っていただいています。また村の教育委員

会と研究会コーディネーター、事務局員が

千歳科学技術大学に伺って今後の進め方等

を打合せさせていただきました。なお、先

月 27 日には「地域 ICT 利活用授業実践研

究会 in千歳科学技術大学」に参加しました。

千歳と夕張で総務省事業を実践している中

学校があり、それらの学校で実際に iPad 等

を使った授業を視察研修するものとして村

から 5 名の先生方に参加していただきまし

た。後ほど教育分野での ICT 活用について

小松川先生から説明いただくことになって

-4-



います。ご協力いただいた学生諸君に感謝

します。 
 
協働事業協定の締結 

留萌開発建設部さんと勉強会等を通じて

光ケーブルの利用等について打合せを続け

てまいりました。その結果、留萌開発建設

部さんと村との間で協働事業協定を結ぶこ

ととなり、11 月 25 日に締結させていただ

きました。年度内を目処に留萌開発建設部

さんの光ケーブル利活用に向けて、接続工

事を進める予定でいます。 
 
（以下、本日の研究会開催に当っての謝意等） 

 
ざっと、この 1 年の活動が分かるような

流れで説明させていただきました。それぞ

れの事業対応がそれぞれ独立して動いてい

るわけではなく、同時並行的に重なって

色々な項目が動いていることがお分かりい

ただけたと思います。これらの動きがすべ

てうまくいったわけではありませんが、

諸々の取り組みをしていく中で新たな方法、

考察等を研究会から指摘、提案されまして

本日まで漕ぎつけたものと思います。村単

独ではなかなかこうはいかなかったと考え

ています。 

今後の予定ですが、先ほど少し申し上げ

ましたとおり、留萌開発建設部さんの光ケ

ーブル利活用に向けて接続工事を進める予

定です。 
最後になりますが、私ども村の取り組み

につきましては、昨年の 6 月 24 日に道新一

面トップに掲載された記事が引き金となり、

マスコミ各社に注目され、また評価されて

います。キャリア変更の問題等、幾多の課

題がありましたが、それらを解決しながら

1 年という短い期間でここまで進めること

ができたのは、ご指導いただいている研究

会の諸先生方、実践対応に尽力いただいた

ワーキング各社のみなさま、そして国、道

のご協力とご支援の賜と深く感謝しており

ます。とくに留萌開発建設部さんには光ケ

ーブルのご指導をいただき、わが村で光を

基幹とした Wi-Fi 対応を一気に現実化させ

ていただきました。住民のみなさまにいか

に使いやすい仕組みとして利用していただ

くかを基本として、つぎのステップにつな

げて行きたいと思っています。これから実

際に住民のみなさんが利用することで、新

たな課題も生じてくるかと思いますが、よ

り良いシステム構築に向けて、今後ともご

協力、ご支援よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 

（つづいて、研究会会員による研究事例、調査事例が報告された。） 
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